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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・クリアファイルについて～Ｄｒから戻ってきたクリアファイルは“深夜のカゴ〟に入れっ放しにせずきちんと処理をしてください。

＜患者様連絡事項＞

・久慈　脩様～　喀痰検査の結果、ＭＲＳＡ　3＋です。昨日より点滴の内容が変更となっています。（モダシン→バンコマイシン）　ＭＲＳＡの感染対策マニュアルに目を通し感染を蔓延させないようにしましょう。

　　　　　　　　　深夜帯にて酸素飽和濃度の低下あり当直医指示にて酸素8Ｌまでアップしていましたが、日中は酸素3Ｌで酸素飽和濃度95～96％で経過しています。

　　　　　　　　　本日、7日排便なくグリセリン浣腸120mｌの指示あります。

・久保　清蔵様～迷惑行為続いており、本日昼から精神神経用剤が内容変更となり、3日分臨時処方となっています。精神症状の観察行い、他者とのトラブルに注意していきましょう。また、面会に対して御家族が拒否的となっているので、来院された際には疎遠とならない為にも、少しの時間でも良いので、面会を促していきましょう。施設申し込み状況についても確認をとっていきましょう。

・北山　和子様～明日より就床前薬が減薬となっています。他処方は変わらず７日分処方となっています。睡眠状態・日中の活動状況・精神症状の観察行っていきましょう。

・上舘　ユキ様～　久慈　脩様よりＭＲＳＡが出た為、正式に観察室から南Dユニット207号室へユニット移動となっています。

・中村　清枝様～本日の問診にて便秘の訴えあり。本日の就床前薬へ下剤が８日分臨時処方となっています。排便状況の観察を行っていきましょう。

・中川原きよ様～右胸部に内出血あり。主治医診察し1週間程様子をみて軽快しない場合は他科受診も検討していくとのことです。

＜定期薬変更者＞

・早川　忠様～下剤が止めとなっています。排泄状況観察していきましょう。

・荒谷　正毅様～精神神経用剤が減薬処方となっています。精神症状観察行っていきましょう。

・谷内　愛子様～精神神経用剤が減薬処方となっています。日中の活動状況・精神症状の観察を行っていきましょう。

・吉田　寿雄様～本日、12：45、低血糖症状(血糖値38mｇ／ｄｌ)　主治医へ報告し低血糖時の予測指示施行。13：10、血糖値140mｇ／ｄｌへ。

　　　　　　　　本日の夕食前、夕食後30分のデキスターチェックの指示あります。

・峰田　満男様～娘様より電話あり、2月中に車椅子を準備するとのことでした。

<褥瘡患者様の評価・検討＞

・上舘　ユキ様～仙骨部に病的骨突出が見られています。褥瘡が発生しやすい状態であり、時々、発赤も見られています。体位変換をまめに行い悪化させないようにしましょう。また、発赤がある場合は仙骨部にラップにて保護しズレ予防につとめましょう。

・早川　忠様～両踵部が黒く変色（壊死組織）し水疱も見られています。褥瘡予防の三角マットを利用し徐圧に努めて行きましょう。また、ラップにて保護し悪化させないようにしていきましょう。

・佐々木　栄子様～臀部の表皮剥離見られています。同一姿勢にならないように介入していきましょう。また、アズクロ、ラップ保護にて処置をし悪化させないようにしていきましょう。

平成21年度年間担当業務報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：石岡　　　　　　　記載者：石岡

＜担当業務＞

日用品発注（患者様の使用物品）

＜業務内容＞

· オムツ使用後処理及び入浴後汚れ衣類を処理する際のダスロール発注

· ＣＤユニット患者様の入浴用品の発注（シャンプー・浴用石鹸等）

＜業務報告＞

・１日に使用するダスロールの枚数の把握により、現在は不足なくダスロールＢＯＸに１日あたりに使用する枚数を小分けに準備した分で使用することが出来ている。

使用する際の意識向上が継続できており、使用予定本数より減らす結果を出している。

カード発行されていない患者様へは、面会時に(説明している)スムーズに依頼出来るように改善されている。

今現在も、１ヶ月分の使用するダスロールを不足なく発注している。

1F

オムツ使用後処理・汚染寝具ダスロール・・・半月に１本→継続中　

日用品ゴミ処理ダスロール・・・1ヶ月に１本（約３日に１枚）→継続中

2F

オムツ使用後処理ダスロール・・・1ヶ月に２１本【1日7枚(深夜・日勤・準夜)

汚染寝具・衣類処理ダスロール・・・１ヶ月に４本( 1週間に1本) 

入浴時衣類更衣処理ダスロール(1Fも含む)・・・１ヶ月に４本( 1週間1本)

日用品ゴミ処理ダスロール・・・1ヶ月に６本（１日2枚）

9月～13本残　　上記継続中

　・入浴使用物品に関しては、患者様にあった洗剤を使用できるよう、コスト面や物品管理を入浴担当スタッフと話し合い、患者様に合った物を提供できるよう、また物品をしっかりスタッフ側で管理に努めた。現在は患者様にあった物を提供しており、御家族様、全スタッフの協力により、しっかりと物品管理を行っている。

＜来年度に向けて＞

· 上記内容の継続

· 転入患者様が来られた時の発注内容確認と処理

· オムツ処理や衣類更衣に伴うダスロール量の増加、発熱者・感染症に伴う処理（予防衣、リネン、更衣衣類の処理など）に使用するダスロール量も含め、不足する事が無い様に定期的に必要準備量の見直しを図っていく。

· 入浴使用物品に関しては、入浴担当スタッフと連携を図り、不足する事の無いよう発注をしていく。







